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難民問題から考える

１．「難民」から考える

２．「難民の現状」から考える

３．「国際社会の対応」から考える

４．「日本が難民を受け入れる意義・意味」

から考える

難民問題から考える（授業構成）
ワーク１－①

「移民」と「難民」の違いを考えて、「難
民」を定義してみよう。また、「難民」という
言葉の使用例も挙げ、「難民」のイメージを出
し合ってみよう。

「経済難民」「環境難民」「ネットカフェ難
民」「買い物難民」「保育園難民」…

１．「難民」から考える
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http://www.fastretailing.com/jp/sustainability/community/refugeesupport.html

ワーク１－②

コラム「「難民」として日本で暮らした経験
から思うこと」（ミョウ・ミン・スウェ）を読
んでみよう。

出典：滝澤三郎・山田満 編

『難民を知るための基礎知識』

明石書店2017年

１．「難民」から考える

ワーク１－③

コラムを読んだうえで、もう一度「移民」と
「難民」の違いを考えて、「難民」を定義して
みよう。

1951年の「難民の地位に関する条約」では、「人種、宗教、国籍、政治的意
見やまたは特定の社会集団に属するなどの理由で、自国にいると迫害を受ける
かあるいは迫害を受ける恐れがあるために他国に逃れた」人々と定義されてい
る。今日、難民とは、政治的な迫害のほか、武力紛争や人権侵害などを逃れる
ために国境を越えて他国に庇護を求めた人々を指すようになっている。 また、
紛争などによって住み慣れた家を追われたが、国内にとどまっているかあるい
は国境を越えずに避難生活を送っている「国内避難民」も近年増加している。

国連難民高等弁務官事務所（UNHCR：United Nations High Commissioner for Refugees）
http://www.unhcr.org/jp/what_is_refugeeより

１．「難民」から考える

ワーク１－③

コラムを読んだうえで、もう一度「移民」と
「難民」の違いを考えて、「難民」を定義して
みよう。

略定義 何らかの理由で居場所を追われ、

国境を越えて移動せざるを得ない人々。

青のみなら「国内避難民」も該当

緑のみなら「移民」も該当

１．「難民」から考える

歴史的経緯（20世紀以降）

○第一次世界大戦（1914～18年）後

新たな国民国家の誕生相次ぐ

→この過程で多くのマイノリティー（少数民

族など）が、民族浄化され多数の難民発生

○第二次世界大戦（1941～45年）後

植民地の宗主国からの独立相次ぐ

（アジア・アフリカ中心）

植民地時代の人為的国境線による矛盾噴出

→紛争が多発し、多数の難民発生

１．「難民」から考える
約100年前

約70年前

1950年 UNHCR設立

歴史的経緯（20世紀以降）

○東西冷戦終結（1989年）後

＝米ソ二極構造の崩壊

超大国の power・presence 低下

→内戦、地域紛争多発し多数の難民発生

ideology の対立から identity の対立へ

１．「難民」から考える
約30年前

経済力・軍事力・政治力

思想、政治･経済体制
資本主義vs.社会主義

民族・宗教・言語…

http://www.unhcr.org/jp/what_is_refugee
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ワーク１－④

今の段階で自分にできそうなことを考えてみ

よう。

ワーク１－⑤

これから知りたいことをあげてみよう。

１．「難民」から考える

資料Ⅰ

難民・国内避難民（ＩＤＰ）数の推移
『難民を知るための基礎知識』滝澤三郎・山田満（明石書店）より

２．「難民の現状」から考える

資料Ⅱ 難民発生国と難民受入国上位10件

難民の数 （2015年末時点、上位10件） 難民受け入れ数 （2015年末時点、上位10件）

『難民問題』墓田桂（中央公論新社）より

２．「難民の現状」から考える

発生国 人数

シリア 4,850,792

アフガニスタン 2,662,954

ソマリア 1,123,022

南スーダン 778,629

スーダン 622,463

コンゴ民主共和国 541,291

中央アフリカ 471,104

エリトリア 379,766

ウクライナ 321,014

ベトナム 313,155

受け入れ国 人数

トルコ 2,541,352

パキスタン 1,561,162

レバノン 1,070,854

イラン 979,437

エチオピア 736,086

ヨルダン 664,118

ケニア 553,912

ウガンダ 477,187

コンゴ民主共和国 383,095

チャド 369,540

ワーク２－①

資料Ⅰから読み取れることをあげてみよう。

ワーク２－②

資料Ⅱとエスカリエから、難民発生国の特徴

をあげてみよう。

ワーク２－③

資料Ⅱと地歴高等地図から、難民発生国と難

民受入国との関係性を探ってみよう。

２．「難民の現状」から考える

資料Ⅲ ヨーロッパ（ＥＵ）への入域ルート

「３つの入域ルート」 『難民を知るための基礎知識』滝澤三郎・山田満（明石書店）より

２．「難民の現状」から考える

ワーク２－④

資料Ⅲを参考にして、難民がヨーロッパ（Ｅ

Ｕ）に入域する理由を考えてみよう。

また、ドイツが難民にとっての理想の目的地

とされた理由も考えてみよう。

２．「難民の現状」から考える
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ＥＵが引き寄せる要因 pushとpull

①地理的に近接していること

②歴史的な接点があること

③同胞の先駆者によるネットワークがあること

④言語に比較的馴染みがあること

⑤非合法的なルートを含め、交通網が整備され
ていること

⑥経済・社会的な展望がもてること

⑦海難救助を含め、難民に対して人道的な姿勢
が示されていること

２．「難民の現状」から考える

黄金郷としてのドイツ

○1950年代以降の高度経済成長に伴い、外国人
労働者受入に積極的であった

○歴史的な経緯（ナチスドイツ時代への反省）
もあり、人道的観点から手厚い難民政策をとっ
てきた

＊さらに調べてみよう

シェンゲン協定（1995年発行）

２．「難民の現状」から考える

資料Ⅳ

Ａ．2016年６月、移民・難民の受け入れに寛容
なＥＵからの離脱を問う国民投票が実施され、
離脱派が勝利した。その結果キャメロン首相が
辞任し、（ａ）首相が就任した。

Ｂ．2016年11月、不法移民対策としてメキシコ
との国境に壁を築くことや、イスラム教徒の入
国の一時的禁止を選挙で訴えた（ｂ）大統領が
就任した。

３．「国際社会の対応」から考える

資料Ⅳ

Ｃ．2017年１月、（ｃ）首相が、難民受け入れ
への積極的な姿勢を表明した。

Ｄ．2017年５月、大統領選挙において、難民・
移民排斥を強く訴えるマリー・ルペンが、第１
回投票で２位になり、（ｄ）との決選投票にま
で進んだ。

３．「国際社会の対応」から考える

資料Ⅳ

Ｅ．2017年10月、難民・移民受け入れに寛容で
あった（ｅ）首相は、厳しい世論からの批判を
受け、難民受け入れに年間20万人までという
「上限」を設ける方針を示した。

３．「国際社会の対応」から考える

ワーク３－①

資料Ⅳは、昨年からの国際社会での出来事を
時系列でまとめた短文である。（ａ）～（ｅ）
に人物名を入れたうえで、各国の出来事を示す
Ａ～Ｅの短文が、それぞれどこの国の出来事か
を考えよう。

３．「国際社会の対応」から考える
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ワーク３－②

Ｃの国の首相が、このような立場を表明したの
はなぜかを考えてみよう。また、あなたのグ
ループがＣ国民であれば、首相の立場を支持し
ますか、あるいは支持しませんか。グループで、
理由も含めて意志を統一してください。

３．「国際社会の対応」から考える

資料Ⅴ

ＵＮＨＣＲ（国連難民高等弁務官事務所）パ
ンフレット

３．「国際社会の対応」から考える

ワーク３－③

資料Ⅴから、国連の対応の限界について考え
てみよう。

３．「国際社会の対応」から考える

資料Ⅵ 日本の難民申請者数・認定者数の推移データ

『難民鎖国ニッポンのゆくえ』根本かおる（ポプラ新書）より

３．「国際社会の対応」から考える

資料Ⅶ 各国の難民認定率データ

『難民鎖国ニッポンのゆくえ』根本かおる（ポプラ新書）より

３．「国際社会の対応」から考える

ワーク３－④

資料Ⅵ・Ⅶから、日本の対応状況を短文にし
てみよう。

ワーク３－⑤ 国連の対応の限界、欧米での対
イスラーム感情の悪化や難民保護の否定的見解
等をふまえて、難民問題の抜本的解決策を考え
てみよう。

３．「国際社会の対応」から考える
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ワーク３－⑥

国際社会がとれる対処療法として、何が必要
かを、難民の立場に立って考えてみよう。

また、受入国の立場に立った場合の問題点
（限界）について考えてみよう。

３．「国際社会の対応」から考える

ワーク４

国際社会の一員である日本社会（今の自分・
将来の自分も含めて）が難民問題について考え、
受け入れの是非等について議論する意義・意味
について考えてみよう。

４.｢日本が難民を受け入れる意義･意味｣から考える

最後のワーク

これまでの「難民問題から考える」の学習を
とおして、自分自身の中でおこった変化につい
てまとめてみよう。

まとめ


